
 

 

 

 

 

 

 

卒業式に向けて 
 ３年生の保護者の皆様、いよいよ今日は第６５回卒業式となりました。この３年間は、

新型コロナウィルス感染症感染拡大時期に始まり、その対応が５類感染症に移行したアフ

ターコロナへとたいへん変化の激しいものでした。３年前は、話すことも一緒に食事をす

ることも許されず、見通しも全く立たないような状況で、私たちは大きな不安と直面して

いました。しかし、今では、マスク着用は個人の判断、卒業式等への制限はなくなるなど、

「ウィズコロナ」の考えで新しい生活様式を取り入れ日常を取り戻すまでとなりました。 

 そのような中、学校で生徒たちは「今できること」に精いっぱい取り組み、自分の目標

を目指してよく頑張ってきました。そしてその中で、たくさんの間違いや失敗を繰り返し

成長してきたのではないでしょうか。これまでも「夢への挑戦」として何度も書いてきま

したが、それらの間違いや失敗こそが生徒たちにとって大切な力となってくれることと思

います。まだまだ生徒たちは、成長過程であり、正しいことを見極めたり、最後までやり

抜くことができなかったりすると思いますが、保護者の方がしっかりサポートしていく中、

たくさんの出会いや体験をくりかえしていくことでこれからも成長を続けてくれると思い

ます。ゴールはもっと先の方にあります。彼らの未来の成長した姿を楽しみにしています。 

 この３年間、学校目標の「夢への挑戦」の実現に向けて、生徒たちが笑顔で安心して過

ごせる学校づくりに努めてきましたが、何かと不行届きな点も多々あったかと思います。

何卒ご容赦くださいますようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、本校の教育活動にご理解とご協力をいただいたことに心より感謝

申し上げます。ありがとうございました。 

同窓会入会式を行いました 
 ３月７日（木）１０：００から同窓会入会式を同窓会長である内

田哲様（第１４回卒業）をはじめ６名の同窓会役員の方々に出席い

ただき実施しました。入会式では、同窓生の方から卒業生への「激

励の言葉」としてお話をしてもらっていて、今年度は、昨年７月に

１０２年の歴史に幕を下ろした「御菓子処 富松本家」店主 富松

豊次様（第１２回卒）に講話をしていただき

ました。富松様は、「練り切り」を作りなが

ら、「誰に教わったわけでもなく、父親が作

る姿を見ながら覚えました。」とこれまでの

思いについて話をされました。 

◇◇◇◇◇ 同窓会役員の紹介 ◇◇◇◇◇ 

会 長 内田 哲  様（第１４回卒） 副会長 野口 定敏 様（第６回卒） 

理 事 井上 雄之 様（第１回卒）  理 事 野田 憲治 様（第１２回卒） 

理 事 富松 由美子様（第１４回卒） 理 事 江口 哲  様（第１５回卒） 

顧 問 原  寛  様（第６回卒） 
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富松様が「練り切り」を作る様子 



３年生から後輩たちへの最後のメッセージ 
（１）先輩に学ぶ 

  ３月５日（火）２・３時間目に「先輩に学ぶ」を実施し、
３年生６名が、２年生に対して、自分自身の進路選択をし
た体験について話をしました。話をしてくれた５名の生徒
は、高田芯さん（３－１）、古賀茉那美さん（３－３）、
田中三士郎さん（３－３）、岩崎舞桜さん（３－２）、
渕紗希さん（３－４）でした。 

  ３年生からは、「入試の勉強は一人でしているようだけど、学級の友達と問題を出し
合ったり、教えあったりするので、つながりを大切にしてください。」や「テスト勉強
はつらいけど、時には気分転換も必要です。でも、遊びすぎに注意するために、時間を

決めて切り替えることが大切です。入試が終わってしたいことを考えることもモチベー
ションが上がります。」等、２年生にとってはたいへん参考になるアドバイスがありま
した。 

（２）３年生を送る会 

  ３月６日（水）５時間目に「３年生を送る会」を体育館で実施しました。内容は、１、
２年生からの卒業生へのメッセージと３年生からは「卒業の歌」の発表がありました。
「卒業の歌」は、合唱コンクールで３学
年合唱をした「あなたへ～旅立ちに寄
せるメッセージ～」でした。きっと１、
２年生は、３年生の最後の姿を目に焼
き付け、筑邦西中学校の伝統の継承に

頑張ってくれると期待をしています。 

 

３学年『立つ鳥 跡を濁さず』 大掃除 
３月６日（水）の１時間目に、３学年は大掃除を実施してくれました。３年生になり積

み上げてきた、思い出の掲示物の撤去や一生懸命に頑張って勉強した机や椅子の汚れ落と

しなどに取り組んでくれました。 

『立つ鳥跡を濁さず』は、「立ち去る者は、見苦しくないようきれいに始末をしていく

べきという戒め」と言われますが、私の目には「引き際は美しくあるべき」というように

写りました。最後まで、本当にありがとうございました。 

 

第３回地域学校協議会を開催しました 
２月２８日（水）１５時より校長室において第３回地域学

校協議会を開催しました。協議の内容としましては、２１号
でお知らせしました「教育活動についての保護者アンケー
ト」や「生徒による授業評価」、生徒による「久留米市教育
振興プランアンケート」等の結果をもとに、今年度の教育活
動についてご意見をいただきました。 

また、今回は生徒代表として生徒会執行部９名と教職員６
名に様々な質問し、学校の現状について把握されました。 

地域学校協議委員の皆様からは、年々落ち着いて授業に取
り組む姿が定着しており、生徒たちの活躍の場づくりがされていると評価をしていただき
ました。 

今後は、もっと家庭としっかり連携が図れる取組なども力を入れることや教職員の働き
方改革を推進するために行事等の見直しや学校運営の効率化に力を入れるように意見をい
ただきました。来年度の学校経営に生かしていきたいと思います。 

地域学校協議会の様子 

真剣にメモをしながら聞いてます！ 

「卒業の歌」の様子 メッセージの贈呈 


